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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

から家書読 の
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絵本の玉手箱　９月のおはなし会
■日　時 ①９月 20 日（金）14 時～ 15 時 30 分
②９月 23 日 ( 月 )10 時～ 11 時 30 分
■場　所 ①あぶた読書の家②あぶた母と子の館
キッズタイム
■日　時 ９月 21 日 ( 土 )10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児および保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会読み聞かせ
■日　時 ９月 19 日 ( 木 )14 時 15 分～ 14 時 50 分
■場　所 虻田小学校図書室
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

ドラえもん科学ワールド 空を飛ぶしくみ
～飛行機から生き物まで～
藤子・Ｆ・不二雄

　飛行機はもちろん、気球、凧、
ヘリコプター、ドローン、ロケッ
ト、そして鳥、昆虫、植物まで「空
を飛ぶもの」が飛べる理由と飛ぶ
ための工夫を詳しく解説！（あぶ
た読書の家所蔵）

～飛行機から生き物まで～
藤子・Ｆ・不二雄

　飛行機はもちろん、気球、凧、
ヘリコプター、ドローン、ロケッ
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触
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光
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、
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お
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。

新
刊
案
内


